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社会⼈と、⾼校⽣・⼤学⽣がつながり、次の挑戦がはじまる
千葉の未来を共につくる “ ソーシャルアクションの祭典 “

「ちばめぐりサミット2026」 12⽉19⽇（⼟）千葉⼯業⼤学新習志野キャンパスで開催

SOCIAL STARTUP STUDIO CHIBA実⾏委員会（実⾏委員⻑︓河⻄ 祐介）は、2026年12⽉19⽇（⼟）、
千葉⼯業⼤学 新習志野キャンパス（千葉県習志野市）にて、社会課題の解決に取り組む⼈々が集う「ちばめぐりサミット
2026」を開催します。本イベントは、千葉⼯業⼤学 課題探究セミナー合同発表会実⾏委員会との共催により実施します。

当⽇は、千葉県内の⾼校⽣・⼤学⽣による社会課題解決に向けたアイデアや取り組みの発表に加え、社会⼈部⾨では
地域経済をけん引する経営者による講演や、起業家・地域活動者などによる 「防災」 「誰もが活躍できる社会」 「アントレ
プレナーシップ教育」 「持続可能な地域活動」 をテーマとしたパネルディスカッションを実施します。

さらに、聴くだけで終わらないのも本イベントの特⻑です。参加者同⼠が少⼈数で語り合う「ワールドカフェ」では、学⽣の
⾃由な発想と社会⼈の実践知が交わります。年齢も⽴場も異なる⼈々の対話から、千葉の未来をつくる新たな挑戦が動き
出す。その最初の⼀歩となる⽇が、「ちばめぐりサミット2026」です。

■ 開催背景・趣旨｜多様な挑戦がつながり、千葉の未来をつくる
社会課題の解決に向けて、学⽣による探究活動、企業の事業活動、

起業家や地域活動者による実践など、さまざまな⽴場、地域から挑戦が
⽣まれています。こうした取り組みが世代や分野を超えてつながり、アイデア
や、互いの知⾒や経験を持ち寄ることで、新たな発想や協働の可能性が
広がります。

「ちばめぐりサミット2026」は、千葉県内で社会課題の解決に挑戦する
⼈々が集い、互いの活動や想いを共有し、新たなつながりと共創を⽣み出
すことを⽬指すイベントです。 今回は、千葉⼯業⼤学 課題探究セミナー
合同発表会実⾏委員会との共催により、千葉県内の学⽣による探究的
な学びと、社会⼈による社会での実践が交わる場を創出します。本イベント
が⼤切にするのは、「出会う→深める→持ち帰る→踏み出す→発信する」
という5つのステップです。
多様な挑戦者との出会いから互いの活動への理解を深め、新たな気づ

きを持ち帰り、具体的な⼀歩を踏み出す。そして、その挑戦を発信すること
で、次の誰かの⾏動へとつながる。
こうした挑戦と共創の循環を、ちばめぐりサミットから育んで参ります。

■ちばめぐりサミット2026 開催概要
□開催⽇時︓2026年12⽉19⽇（⼟）10:00〜18:00
□会場︓千葉⼯業⼤学 新習志野キャンパス（千葉県習志野市芝園2-1-1）
□参加費︓無料（要事前来場予約制）
□対象︓社会課題に関⼼のある、⾼校⽣・⼤学⽣、経営者・起業家、地域活動者など
□主催︓SOCIAL STARTUP STUDIO CHIBA 実⾏委員会（通称︓SSSC）
□共催︓千葉⼯業⼤学 課題探究セミナー 合同発表会 実⾏委員会
□協賛︓平⼭建設株式会社、株式会社地域新聞社、東神開発株式会社、

リスナーズ株式会社、アイコニックビート株式会社、幕張PLAY株式会社
□協⼒（会場）︓千葉⼯業⼤学
□後援︓千葉県、千葉市、市川市、習志野市 ◀ ちばめぐりサミット特設サイト

▲ 主催である、学⽣社会起業家の育成に取り組む
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つながりが めぐり、新たな挑戦へ
出会いから⽣まれた気づきが、次の挑戦へとめぐっていく
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■当⽇のプログラム
1）オープニングセッション

学⽣や社会⼈が⽴場や年齢を超えて出会い、互いの活動や想いに触れ、明⽇からの
⾏動につなげるという開催⽬的を共有します。当⽇のプログラムや交流⽅法を紹介し、
チェックインを通じて、⼀⼈ひとりが参加への期待や想いを⾔葉にします。
主催者︓SSSC 実⾏委員 委員⻑ 河⻄ 祐介
ホスト校︓千葉⼯業⼤学 未来変⾰科学部 教育センター 教授 須藤 勲⽒
司会︓SSSC 実⾏委員 副委員⻑ ⽯井 貴美⼦

2）学⽣部⾨｜千葉県内の⾼校⽣・⼤学⽣によるソーシャルアクション発表
千葉県内の⾼校⽣・⼤学⽣がエントリーし、地域や社会の課題解決に向けた
アイデアや取り組みを発表。学⽣プレゼンテーション20枠、ポスターセッション 80枠の
発表枠を設け、多様なテーマの挑戦を発表します。
※発表枠数は予定であり、実際の発表件数はエントリー状況により決定します。

3）社会⼈部⾨｜企業セッション︓地域経済を担う経営者の挑戦とビジョン
地域経済をけん引する企業の経営者が、事業を通じた社会課題への取り組みや
地域との関わり、これからの地域共創の可能性について語ります。
企業セッション① 平⼭建設株式会社 代表取締役社⻑ 平⼭ 秀樹 ⽒

千葉⼯業⼤学 教授 引原 有輝 ⽒（モデレーター）
企業セッション② 株式会社地域新聞社 代表取締役社⻑ 細⾕ 佳津年 ⽒

4）社会⼈部⾨｜社会⼈セッション︓社会課題の解決に挑む実践者が語る4つのテーマ
地域で社会課題の解決に取り組む実践者が登壇。（モデレーター★ パネリスト☆ ）
これからの地域社会に求められる取り組みについて議論を深めます。
① 防災｜地域の防災と共助の取り組み
★ マチナカ菜園 代表 ⽷⽇⾕ 美奈⼦ ⽒
☆ ⼀般社団法⼈⽇本消防防災UNITE機構 安藤 裕樹 ⽒
☆ CivicTechZenChiba 理事 ⼟屋 俊博 ⽒
② 誰もが活躍できる社会｜多様な⼈が活躍できる地域づくり
★ ⼀般社団法⼈Jウエルネス振興会 代表理事 江渕 敦 ⽒
☆ 企業組合we need 代表理事 ⼩林 園⼦ ⽒
☆ はなゆら 代表 ⽯丸 あゆら ⽒
③ アントレプレナーシップ教育｜学びと挑戦を社会につなぐ
★ 認定NPO法⼈サービスグラント コーディネーター 上原 ⼀紀 ⽒
☆ 明海⼤学 経済学部 教授 飯⽥ 信⼀ ⽒
☆ 千葉経済⼤学 経済学部 准教授 藤原 達也 ⽒
④ 持続可能な地域活動｜⼀過性で終わらない地域のつながり
★ SSSC実⾏委員会インストラクター 原 純哉 ⽒
☆ フューセンターならしの／まちづくり会社ドラマチック  ⿊澤 裕⼦ ⽒
☆ なかやまBASE 株式会社アノニギワヰ ⼭岡 優⽃ ⽒

5）学⽣部⾨｜SSSCセッション︓若き社会起業家たちの挑戦
「SOCIAL STARTUP STUDIO CHIBA」で活動するメンバーが、
⾃らの課題意識や事業化に向けた取り組み、これからの展望を語ります。
★ Cross Border Learning株式会社 代表取締役 ⼀⾊ 顕⽒
☆ ⽥中芹菜さん（1期⽣）武⽯煌雅さん（4期⽣）猪熊蓮⾳さん（4期⽣）

6）ワールドカフェ｜対話から⽣まれる、新たな共創の芽
⾼校⽣・⼤学⽣、経営者、起業家、地域活動者などが少⼈数のグループで、関⼼のあるテーマについて語り合います。
聴くだけで終わらず、異なる⽴場の⼈々が互いの考えや経験を分かち合うことで、新たな気づきや協業のきっかけを⽣み出します。

■ SOCIAL STARTUP STUDIO CHIBA 団体概要
□団体名︓SOCIAL STARTUP STUDIO CHIBA
□所在地︓千葉県柏市若柴178-4 柏の葉キャンパス148街区1 ザ・ゲートタワーウエスト3F アイコニックビート株式会社内
□実⾏委員⻑︓河⻄ 祐介 □ HP︓ https://www.sss-chiba.org/ 
□設⽴︓2025年9⽉1⽇ （前⾝であるSOCIAL STARTUP STUDIO KASHIWAは、2023年4⽉）
□事業概要︓ 育成プログラムの提供 / 活動報告会 / 学術機関との連携活動 ◀公式サイト

本件に関するお問い合わせ先
SOCIAL STARTUP STUDIO CHIBA 実⾏委員会
担当︓副委員⻑ ⽯井 貴美⼦ 携帯︓090-2425-4923 Mail : info@sss-chiba.org
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